
人生の
先輩

健康の秘訣をお聞きしました

「人生の先輩」への掲載を募集しています。

▲詳細

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎） 
☎ 029-897-1111

対象▶市内在住の65歳以上の方
応募▶情報広報課までお電話にてご連絡ください。
　　　右記の二次元コードからのご応募も可能です。
　　　掲載人数を超えた場合は抽選となり、もれた場合は翌月以降に再抽選します。

　「スマホの操作に不安がありましたが、分かり
やすく教えていただき、覚えるごとに自信がつき
ました。講習会では、気軽に質問できるところが
良かったです。メール操作ができるようになり、
家族や友人とのコミュニケーションツールが増え
ました。これから楽しみです」と語ってくれたの
は、11 月～ 12 月に開催されたスマホ講習会の
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　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。2月4日水までに情報広報課（〒300-0192大和田562）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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特別整理期間に伴う休館日のお知らせ
　図書館本館および分館は、蔵書点検などの特別整理期間のため、以下
の期間が休館となります。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力のほ
どよろしくお願いします。なお、電子図書館は通常通りご利用できます。

内加茂の層塔と
加茂孫四郎について

　内加茂集落の旧増福院墓地（南
圓寺の北西約 400m）の北側にバ
ラバラに倒れていた石塔を、下
大津歴史研究会のメンバーが積
み直し、復元しました。これは

「層
そうとう

塔」と呼ばれる種類の石塔で、
残念なことに一部は失われてい
ます。
　内加茂の層塔は、天

てんしょう

正元年（1573）、佐竹氏に滅
ぼされた戸崎城主の戸

とざきだいぜんのすけながとし

崎大膳亮長俊の墓とされ、そ
の昔、戸崎地区の人々はこの石塔にお参りにきてい
たと伝わっています。戸崎大膳は 16 世紀後半の城
主です。しかし、層塔の造立年代について、歴史家
たちは笠部の形状などから 15 世紀頃を想定してお
り、年代的にやや開きがあることになります。一方

で、加茂の地に居住した小
お だ

田
孝
たかとも

朝の四男「加
か も

茂孫
ま ご し ろ う

四郎」に
纏わる 14 世紀後半 15 世紀にかけての伝承が複数
伝わっています。年代的に層塔の年代観と齟齬が
ないことから、この層塔が加茂孫四郎に関わるも
のであるとの意見もあります。加茂孫四郎につい
て、千葉隆司氏の『小田氏の仏教と中世墓』では

「嘉
か け い

慶元年（1387）の小
お や ま

山若
わかいぬまる

犬丸の乱により小田城
は足

あしかが

利義
よしみつ

満の命により上
うえすぎ

杉朝
ともむね

宗の攻撃を受け、孝朝
は難

なんたいさんじょう

台山城（現在の笠間市上郷）に拠った事実、そ
して、乱後 元

げんちゅう

中 五年（1388）には牛
うしわた

渡八
はったやかた

田館に隠
棲したとされる史実を考慮すると、小田城には戻れ
なかったと考えた方が自然といえる。さらに孝朝の
四男孫四郎も孝朝と共に召し出されたが孝朝が八田
館に隠

いんせい

棲するのと同時期に加茂村に戻ったと思われ
る。」と触れられています。
　内加茂の層塔にほど近い南圓寺は、応

おうえい

永元年
（1394）に祐

ゆうそん

尊法印によって開山された寺院です。
時期的に見て、加茂孫四郎は南圓寺の開基に大きく
関わっていたのではないかと考えられています。内
加茂の層塔からは、造立の背景にある歴史ロマンを
垣間見ることができるのです。
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

▶本館（霞ヶ浦コミュニティセンター内　旧あじさい館）
　休館期間：2月12日木～ 2月 17日火
▶分館（千代田コミュニティセンター内　旧志筑小学校）
　休館期間：2月24日火～ 2月 26日木
▶休館中ご利用できないサービス
　・資料の貸出・閲覧・複写
　・電話での問い合わせ対応（予約・延長・資料検索・レファレンス）
　・中央出張所への配送サービス
　・相互貸借 (他館所蔵資料を取り寄せて窓口で受け取るもの )

▶休館中ご利用できるサービス
　電子図書館、図書館ホームページからの資料検索・予約、ブックポストへの返却

　【お願い】
　相互貸借の資料・大型紙芝居・大型絵本は、ブックポストの返却はご利用できません。
　図書館本館事務所までお持ちください。（土日㊗を除く）

　　　　　　　休館中は、電子図書館をご利用ください。
専用サイトは
こちらから➡

問 図書館 ☎ 029-897-0647

ホームページでは、利用案内や図書検索
など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日：月曜日、蔵書点検日、図書整理日
◎お話会「おひなさまを作ろう」
　　　　　2月 7日土午前 10時 30分～ 11時 30分
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蔵書点検は年に

1 度、 図書館に

ある全ての本を点

検することだよ。

復元が完了した層塔
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　今月は、市民学芸員の松
ま つ ば

葉薫
かおる

さん
が、内加茂の層塔と加茂孫四郎につ
いて語ってくれました。

スマホを活用し
生活を楽しく

参加者。延べ 180 名の参加があったスマホ講習
会では、このほかにも「スムーズに調べ物ができ
るようになりました」「二次元コードが使えるよ
うになったので活用します」といった声が聞かれ
ました。スマホでできる『生活に密着した便利な
使い方』は、活用することで、楽しい日常へと変
えてくれます。
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